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ベース・レジストリ
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１．第３回DX分科会等におけるベース・レジストリに関するご意見
構成員・オブザーバーの皆さまから、第３回DX分科会でご意見を頂いたほか、個別にご意見・アドバイス等をいただきました。

【整理方法について】
• フードバンクが、個人へ食品提供を行っているような場合に、中間支援組織と直接支援組織いずれにも書かせるべきという考え方もあれば、
どちらにアイデンティティを持っているか次第で記載を選んでいただくことも一案である。レジストリの分け方は、中間、直接、寄附者が合理的
だが、直接と中間の双方に登録されることになるとカテゴリの役割がなくなる可能性がある。中間支援組織を登録する際に、直接支援も
していることは分かるようにしてもいいかもしれない。

【レジストリ項目について】
• 運営主体が分かるようなフォーマットになれば、企業が寄付の際に実態としてどの団体が運営しているのかが分かる。また、ベース・レジ
ストリの性質上、他の申請・手続きにも活用することが想定されるので、実施主体が明確でないとその目的を達せれないだろう。実際の運営
団体の正確な情報を記載できるようなフォーマットにしていただけると有難い。

• 企業側がフードバンク、こども食堂、直接支援組織、中間支援組織に負担を求めやすいフォーマットになっている。寄附行為であるため、
受け入れ側に負担を求めないという前提のフォーマットにしていただけると中間支援組織、直接支援組織としては有難い。

• 活動団体の信頼性に関し、それぞれの主体が、情報を見ながら判断することになろう。。スタート段階では（項目を）多くすると重くなる
のでいいとしても、最終的にどのようなレベルを目指すのか、どの程度の情報があれば、信頼性の判断が出来るのかという点で、意見を
踏まえて取捨選択があって然るべきではないか。

• 寄附者側とすると、直接支援組織が「何人に対して何食提供したか」等の過去実績があれば判り易いかもしれない。組織自身の信頼性は、
何かしらの担保が必要だと思うが、実績はなかなか知ることが出来ない。ベース・レジストリの中で「過去実績が見えるような情報」があれ
ば、いかに取り組んできた組織であることが分かるのではないか。

• ベース・レジストリの取り組み自体をあまり知らない団体もあろう。食品寄附者、中間支援組織、直接支援組織などの事業者に案内・アナ
ウンスを行い、登録を増やしていくことが必要であると思う。
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２．レジストリ項目｜1/6
• 基本情報は、「ベース・レジストリとして、2025年度以降に整備することを予定」しており、各カテゴリ（食品寄附者、主たる活
動が中間支援組織、主たる活動が直接支援組織）とも共通的に掲載していきます。

• 各団体に対し、「○」の項目について調査を実施しています。
補足主たる活動が直接支援

組織
主たる活動が中間支援組

織
食品寄附

者
掲載内容・定義項目分類

従たる活動
として中間
支援組織の
活動も実施

直接支援
組織のみ

従たる活動と
して直接支
援組織の活
動も実施

中間支援
組織のみ

○○○○○食品寄附に係る関係者に付与されるID事業者ID基本情
報

中間支援組織や直接支援組織は
運営主体単位での記載。食品寄附
者は、支店や事業所単位での記載
も可

○○○○○

事業の運営主体となる法人等または個人
事業主の屋号の名称を記載。

事業者名称

○○○○○事業所、拠点等の郵便番号事業者の郵便番
号

○○○〇○事業者、拠点等の住所事業者の住所

法人番号を持っている場合○○○〇○事業者の法人番号事業者の法人番
号

○○○〇○事業者の電話番号事業者の電話番
号

○○○〇○事業者のメールアドレス事業者のメールアド
レス
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２．レジストリ項目｜2/6

補足主たる活動が直接支援組
織

主たる活動が中間支援
組織

食品寄附
者

掲載内容・定義項目分類

従たる活動
として中間
支援組織の
活動も実施

直接支援組
織のみ

従たる活動
として直接
支援組織
の活動も実
施

中間支援
組織のみ

○○○○○
事業者が食品寄附において担う役割事業者分類（主

たる活動）
付属情
報（属
性情
報） ○○○○

事業者が食品寄附において担う役割事業者分類（従
たる活動）

○〇○○○
事業者のホームページのURL事業者のホーム

ページのURL

収集は実施するが、名簿では公開し
ない○〇○○○

経済産業省により提供されている、法人・
個人事業主が政府や各省庁のシステムを
利用する際に共通的に使用できるID

事業者のGビズID
の取得状況

第３回分科会等でのご意見を踏ま
え追加○○

フードバンクの全国団体や地域ネットワーク
団体等に参画している場合、その団体名

加入団体名

第３回分科会等でのご意見を踏ま
え追加○○

過去に直近3年で補助金・助成金等を受
領している場合、その名称

補助金・助成金受
領情報

第３回分科会等でのご意見を踏ま
え追加○○○○

中間支援組織・直接支援組織が食品事
故による被害を補償する保険等に加入し
ているか

保険加入情報

• 付属情報は、「公開方法を2025年度以降に検討する予定」です。
• 各団体に対し、「○」の項目について調査を実施しています。 ※グレー記載部分は、今回の調査対象としない
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２．レジストリ項目｜3/6
補足主たる活動が直接支援組

織
主たる活動が中間支援

組織
食品寄附

者
掲載内容・定義項目分類

従たる活動
として中間
支援組織の
活動も実施

直接支援組
織のみ

従たる活動
として直接
支援組織
の活動も実
施

中間支援
組織のみ

○○
フードバンク等が合意書をWebページなど
で公開している場合にリンク先のURLを掲
載

合意書のリンク先付属情
報（属
性情
報） 第３回分科会等でのご意見を踏ま

え追加○○

フードバンク等が財務情報を自団体Web
ページなどで公開している、または内閣府
NPODB等から参照できる場合にリンク先
のURLを掲載

財務情報のリンク
先

食品寄附者における年間取扱重量食品寄附者におけ
る寄附実績

○○
中間支援組織における2023年度の取扱
重量

中間支援組織にお
ける支援実績

○○
中間支援組織において2023年度に食品
提供を受けた企業の数

中間支援組織にお
ける取引企業数

○○
中間支援組織において合意書を締結して
いる企業の数

中間支援組織にお
ける合意書締結企
業数

第３回分科会等でのご意見を踏ま
え追加
将来的な記載項目

フードバンク認定制度（仮称）開始後、
認定取得の有無について掲載を想定

中間支援組織にお
ける認証取得の有
無

※グレー記載部分は、今回の調査対象としない
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２．レジストリ項目｜4/6
補足主たる活動が直接支援組

織
主たる活動が中間支援

組織
食品寄附

者
掲載内容・定義項目分類

従たる活動
として中間
支援組織の
活動も実施

直接支援組
織のみ

従たる活動
として直接
支援組織
の活動も実
施

中間支援
組織のみ

直接支援組織における、年間のこども食
堂開催実績、食品提供数等など

直接支援組織にお
ける開催・提供実
績

付属情
報（属
性情
報） カテゴリ分割に伴い追加直接支援組織が従たる活動として中間支

援組織の活動（フードバンク等）を実施
している場合の実績（取扱重量、支援
企業数等）を記載

直接支援組織にお
ける従たる中間支
援組織としての活
動の実績

文言整理○○中間支援組織としての寄附食品の提供
先の種別

食品提供先の分
類

倉庫ごとに記載○○倉庫の住所倉庫の住所付属情
報（倉
庫・
配送
情報）

倉庫ごとに記載○〇倉庫の電話番号倉庫の電話番号

倉庫ごとに記載○○備蓄可能な量（常温）、立方mまたは

受け入れパレット数単位で記載

備蓄可能量（常
温）

倉庫ごとに記載
○〇

備蓄可能な量（冷蔵）、ℓ単位で記載備蓄可能量（冷
蔵）

倉庫ごとに記載
○○

備蓄可能な量（冷凍）、ℓ単位で記載備蓄可能量（冷
凍）

※グレー記載部分は、今回の調査対象としない
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２．レジストリ項目｜5/6

補足主たる活動が直接支援組
織

主たる活動が中間支援組
織

食品寄附
者

掲載内容・定義項目分類

従たる活動
として中間
支援組織の
活動も実施

直接支援
組織のみ

従たる活動
として直接
支援組織の
活動も実施

中間支援
組織のみ

倉庫ごとに記載○〇フォークリフトを常備しているかフォークリフト有無付属情
報（倉
庫・
配送
情報

倉庫ごとに記載、第３回分科会を
踏まえ追加○○

ハンドリフトを常備しているかハンドリフト有無

倉庫ごとに記載○○食品の搬入搬出を行う際、どのサイズのト
ラックまで駐車が可能か

搬入搬出時に駐
車可能なトラックの
重量

○○
冷蔵機能を持つトラックを有しているか冷蔵機能を持つト

ラックの有無

○○冷凍機能を持つトラックを有しているか冷凍機能を持つト
ラックの有無

文言整理
○〇

中間支援組織が直接支援組織に対し寄
附食品を引き渡すことが可能な週、曜日
等の条件

引き渡し可能日の
条件

付属情
報（食
品授受
情報） 文言整理

○○
中間支援組織が食品寄附者から寄附食
品を受け取ることが可能な週、曜日等の
条件

受け取り可能日の
条件

※グレー記載部分は、今回の調査対象としない
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２．レジストリ項目｜6/6

補足主たる活動が直接支援組
織

主たる活動が中間支援組
織

食品寄附
者

掲載内容・定義項目分類

従たる活動
として中間
支援組織の
活動も実施

直接支援
組織のみ

従たる活動
として直接
支援組織の
活動も実施

中間支援
組織のみ

こども食堂、フードパントリー、その他
の活動ごとに記載○○○

直接支援組織が複数の活動（こども食
堂、フードパントリー等）を実施しており、
名称がそれぞれ異なる場合に活動名称を
掲載

活動名称付属情
報（開
催情
報）

こども食堂、フードパントリー、その他
の活動ごとに記載○〇○

直接支援組織が複数の活動を実施して
いる場合に、活動の分類を選択

直接支援組織の
活動分類

開催日／実施日／発送日開催日

こども食堂・フードパントリー等の開催場所
の住所

開催場所

こども食堂、フードパントリー、その他
の活動ごとに記載○○○

個人を対象に提供している場合、提供対
象者に条件はあるか

直接支援組織にお
ける提供対象者の
条件

○○○○○
各項目で想定していない周知事項がある
際に記載

備考付属情
報（備
考）

※グレー記載部分は、今回の調査対象としない
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食品寄附におけるデータ標準化ガイドライン
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３．商品分類コードの標準化について｜１/２
紐づけの際の参考として頂くことを目的に、JICFS食品分類と、商品分類コードとの対応表を整理した。

対応する標準食品分類コードJICFS食品小分類表JICFS分類
小中大

加工食品11
No.10 調味料調味料0111
No.10 調味料食用油0211
No.10 調味料スプレッド類0311
乳飲料はNo.12 飲料 クリーム等はNo.10 調味料 デザート/ヨーグルト等は No.11 菓子類乳製品0411
No.04 缶詰・びん No.05 レトルト食品 No.06 インスタント食品 のいずれか調理品0511
No.04 缶詰・びん No.05 レトルト食品 No.06 インスタント食品 のいずれかスープ0611
No.07 冷凍食品冷凍食品0711
No.04 缶詰・びん缶詰0811
No.09 粉物粉類0911
No.09 粉物ホームメイキング材料1011

No.02 その他主食麺類1111
No.02 その他主食パン・シリアル類1211
米はNo.01 米 それ以外はNo.02 その他主食毅物1311
No.13 その他食品加工肉類1411
No.13 その他食品練り製品1511
No.13 その他食品漬物・佃煮1611
No.13 その他食品水物1711
No.13 その他食品惣菜類1811
No.08 乾物農産乾物1911
No.13 その他食品加工水産2011
No.13 その他食品その他加工食品2111
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３．商品分類コードの標準化について｜２/２
対応する標準食品分類コードJICFS食品小分類表JICFS分類

小中大
生鮮食品21

No.03 生鮮食品水産0121
No.03 生鮮食品畜産0221
No.03 生鮮食品農産0321
No.03 生鮮食品その他生鮮食品0421

菓子類31
No.11 菓子類菓子類0131
No.11 菓子類デザート・ヨーグルト0231
No13 その他食品珍味0331
No.11 菓子類アイスクリーム類0431
No.11 菓子類その他菓子類0531

飲料・酒類41
No.12 飲料嗜好飲料0141
No.12 飲料果実飲料0241
No.12 飲料清涼飲料0341
No.12 飲料乳飲料0441
No.12 飲料アルコール飲料0541
No.12 飲料酒類を含むセット商品0641
No.12 飲料その他飲料・酒類0741

その他食品51
No.13 その他食品乳幼児食品0151
No.04 缶詰・びん No.05 レトルト食品 No.06 インスタント食品 No.13 その他食品のいずれか健康食品0251
No.04 缶詰・びん No.05 レトルト食品 No.06 インスタント食品 No.13 その他食品のいずれか食品贈答品0351
No.13 その他食品その他食品0451
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食品寄附におけるAPI仕様書
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４-1. エラーコード体系
エラーコード体系を以下に示す。なお、本APIはHTTP/HTTPS上に実装されることを想定し、リソースが見つからない等のエラー
や内部エラー等のHTTPレイヤー上のエラーは、HTTPのエラー定義に従うものとする。

エラーコード体系

X6X5X4X3X2X1コード

エラー詳細コードエラー分類コード
‘E’固定

定義

半角数字半角数字半角数字半角数字半角数字文字種

• X1は、エラーコードを示す「E」固定とする。
• X2, X3は、エラー分類コード(2桁)が格納される。
• X4, X5, X6は、X2, X3で指定されるエラー分類コードに属するエラー詳細コード(3桁)が格納される。
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４-2. エラーコード分類コードの定義
以下にエラー分類コードの定義を示す。エラー分類コードは、大きく分けてデータの電文形式エラー又はフードバンクが指定する
条件に合致しなかった場合等の業務エラーに分類する。

エラー分類コードの定義

分類の定義X3X2

電文形式エラー１

入力が必須となる情報が含まれていなかった。1１

指定されたパラメータの形式（文字種、桁数、データ型等）と異なるデータが入力された。2１

業務エラー2

フードバンクが指定する受入条件に合致せず受入不可となった。12

フードバンクが指定する消費期限又は賞味期限の条件と一致していない。22

寄附食品の提供予約を行おうとしたが寄附食品の在庫がない、又は希望数量が在庫数を超えている。32

管理番号を入力したが、寄附食品の情報が変更又は、削除されている。42



© 2024 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 16

４-3. エラーコードコード
前項で定義したエラー分類コードに基づき、本APIが返却する具体的なエラーコードの定義を示す。

エラーコード一覧

内容エラーコードNo.

寄附食品登録の際に、商品名の情報が含まれていない。E111001
受領書の要求の際に、管理番号の情報が含まれていない。E112002
寄附食品の提供予約の際に、希望数量の情報が含まれていない。E113003
寄附食品提供履歴の一覧取得の要求の際に、予約番号又は受領書の発行日のいずれかの情報が含まれていない。E114004
寄附食品登録や寄附食品の一覧取得の要求の際に、食品分類コードが2桁ではない値が入力されている。E121005
受領書の要求の際に、受領書の発行日（開始）に数字ではない値が入力されている。E122006
フードバンクが取り扱っていない商品（例:アルコール、サプリメント等）を登録している。E211007
フードバンクが1団体・1日あたりから受入可能な総数（箱数・ケース数）を超えている。E212008
寄附食品の寄附予定日（終了）から起算した食品の賞味期限又は賞味期限の残日数が、フードバンクが受入不可としている消費期限又
は賞味期限の残日数の範囲内となっている。E221009

寄附食品の寄附予定日（終了）時点の賞味期限又は賞味期限がすでに切れている。E2220010

寄附食品の提供予約を行おうとしたが、希望する寄附食品の在庫がない。E2310011

寄附食品の提供予約を行おうとしたが、希望数量が寄附食品の在庫数を超えている。E2320012

管理番号を入力して寄附食品の提供予約を行おうとしたが、当該管理番号が変更又は削除されている。E2410013
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５. APIの詳細（追記事項）
（別紙にて説明）
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事務局回答WG構成員からのご発言
 例えば、冷蔵設備のないフードバンクでは、冷蔵はNGとなることもあり
ますが、フードバンクによって運用が異なります。

 そのため、特定の条件に対して判断できる仕組みは記載しておりませ
んが、APIで寄附登録する際に食品名や分類コードを登録できるよう
にすることで、受け入れ側で受け入れ可否を判断できるようにAPI電
文項目を記載しております。

3.4.2章.エラーコードの詳細
 エラーコード分類に関し、アルコールやサプリメント等フードバンク側に「NG
商品があること」が登録され、かつ、寄付品の中に当該物品が判別できる
情報があればエラーが表示されると思うが、API仕様書内で判別できる情
報があるというイメージか。

１

 頂戴したご意見の通りかと存じます。今回は食品の寄附のケースを対
象としておりますが、食品以外のケースについては、API仕様書の次版
において検討できるように、消費者庁様にも伝えていきたいと考えており
ます。

3.4.2章.エラーコードの詳細
 フードバンク、食品の寄附が対象ではあるが、フードバンクを介して、食品
以外寄附の打診もあろう。将来的にはそのような寄附物品も含めて、対
応できるようになれば価値が出てこよう。

２

 APIに関しては、API仕様書を用いてセカンドハーベストジャパン様で寄
付に関する実証事業を実施しており、また、AP仕様書に準拠した形
でフードバンク山梨様でも実証実験を行っております。

 さらに、API仕様書の作成と並行して食品寄附におけるデータ標準化
ガイドラインの検討も行っており、業務の実現可能性を検証するため、
主要なフードバンク等と意見交換を行い、業務全体の情報収集を進
めております。

3.4.2章.エラーコードの詳細
 検討の中で、APIを介してのやり取りができるフードバンクは少ないと思う。
本API仕様の目的は、安価で効率的なシステムの整備を行うとともに、将
来的に自動処理を行うことと理解している。

 本事業においてはAPI導入したシステムの実証実験もあるが、利用シーン
はあるか。

３

第２回ベンダWGにてAPI仕様書について頂いたご意見は以下のとおりであり、ご意見を踏まえ「事務局回答」のとおり対応。

６. 第２回ベンダWGでの主なご意見と対応について｜1/2
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事務局回答WG構成員からのご発言（敬称略）

 ご意見のとおり様々なケースが発生するかと存じます。まずは、食品寄附
関係者からのヒアリング等を通じて得られた情報に基づいてAPI仕様書を
作成しております。さらに、今後想定されうる寄附に係る条件等は、API
仕様書の次版において検討できるように、消費者庁様にもフィードバックさ
せていただきたいと存じます。

3.4.2章.エラーコードの詳細
 食品卸売業からの食品寄附は品目の増加や、複数フードバンクでの
受け入れが必要になる等、寄附の条件等が複雑になる。システム化を
優先するともに、システム化できない残分は別で調整することもあろう。
早めにガイドラインに則った形で、顧客側にデータ整理をしていただかな
ければ進まない。ガイドラインの公開時期なども含め連絡いただけると有
難い。

４

 エラーコードのポリシーとしては、リクエストした電文形式のどこが異なるのか
レスポンスをするAPIを想定しておりません。各パラメーターエラーを1つ1つ
返すということも分かりにくくなるため、エラーとしては分類程度の粒度で返
す仕様としております。

3.4.2章.エラーコードの詳細
 必須項目のエラーコードは、API電文設計書における必須の項目より
も少ないが、今後追加になるという理解で良いか。API電文設計書の
「リクエスト表」で必須と○が付いている項目とあるが、一つ一つにエラー
コードがあると認識している。

5

 エラーコードのサンプルは、電文設計書にコードの返し方、電文仕様を追
記の上、照会をかけたいと存じます。

3.4.2章.エラーコードの詳細
 HTTP、HTTPSでレスポンスが返ってくると思うが、フォーマットの形式
（JSONのどのような形で返ってくるか）は決まっているか。

6

６. 第２回ベンダWGでの主なご意見と対応について｜2/2
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実証事業
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７. 既存システム実証事業APIの処理フロー

API受信

申し込み画面

寄贈申込書
様式確認

様式エラー

OK

NG
エラー画面

納入予定日算出

賞味期限残日数算出

①賞味期
限

残日数が1日未満

結果画面
（受入不可）

残日数が15日以上

残日数が1日~14日

A B

A B

②温度管
理

冷蔵または冷凍

常温

③ケース数
21ケース以上

20ケース以下

1団体あたりのケース数を
加算

メール送信

メール送信 メール送信

結果画面
（受入可）

結果画面
（応相談）

特に寄贈予定時期にて日
付が特定できない場合、
「寄贈予定時期が特定でき
ません。YYYY/MM/DDの
形式で寄贈予定日を入力
下さい」等のエラー画面を用
意する。

１団体・１日あたりの合計ケース数
を判定する。
寄贈主IDが特定できない場合は、
１団体・１日あたりの条件をスキッ
プし、単純に寄贈申込書の合計
ケース数のみを判定する。
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８．新規実証システム画面紹介:トップ画面

入口を迷わないよう
実証参加者の立場ごとにメニューを分けており、
１つのメニューのみ表示されるよう設定しています。



© 2024 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 23

８．実証システム画面紹介:寄附食品登録

自団体が登録した寄附食品の情報を
一覧で確認できます。

食品寄附者が使う主な機能

新しく寄附食品の登録を行う場合には
こちらから入力します。

入荷ステータスで食品寄附者とフードバンクとの間における状態を確認できます。
• 確認中:寄附食品登録を行った後の初期値であり、フードバンクが受入可能か確認している状態です。
• 受入可・出荷待ち:フードバンクからの受入が確定したため、出荷準備を始めます。
• 受入済:寄附者からフードバンクに提供が完了した状態です。
• 見送り:フードバンクが寄附食品の受入ができないと判断した結果、寄附を見送った状態です。

詳細画面からは、フードバンクが回答した納入予定日や納入数量の情報を確認できます。

冷凍パスタ

冷凍からあげ

コシヒカリ

冷凍おにぎり

冷凍ポテト
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８．実証システム画面紹介:寄附食品登録詳細

ガイドラインの項目を基本とし、
実証先のフードバンク山梨様の御要望
も踏まえて項目の設定を行っています。

食品寄附者が使う主な機能
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８．実証システム画面紹介:寄附受領証明書 食品寄附者が使う主な機能

東京都千代田区●-●-●

株式会社A

PDF出力

フードバンクへの引渡しが完了した商品については、
寄附者自身が寄附食品受領書を発行することができます。

東京都千代田区●-●-●

株式会社A

提供先（フードバンクA）

東京都千代田区○○ー○○ー○

03-1234-5678

山田 太郎



© 2024 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 26

８．実証システム画面紹介:食品予約希望 食品受領者が使う主な機能

冷凍おにぎり

冷凍ポテト

冷凍パスタ

冷凍からあげ

寄附食品の在庫情報を検索して、
欲しい食品を探します。

コシヒカリ

冷凍おにぎり

20250214000004001

提供を希望する数量等を登録します。



© 2024 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 27

８．実証システム画面紹介:食品支援希望 食品受領者が使う主な機能

寄附食品の在庫に関わらず、自由記述形式で、
欲しい食品のリクエストをします。
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８．実証システム画面紹介:在庫・出荷管理 フードバンクが使う主な機能

在庫引当を行うことができます。
食品寄附者から引渡し前であっても、仮の引当数量を入力
することもできます。

フードバンクと食品受領者の間における状態である出荷ステータスの管理もこの画面から行います。
• 確認中（提供前）:食品受領者が食品予約希望登録を行った後の初期値であり、フードバンクが
提供可能か確認している状態です。

• 確定（提供前）:フードバンクからの提供が確定した状態です。
• 提供済:フードバンクからの提供が完了した状態です。
• 見送り:フードバンクからの提供ができないことが確定した状態です。
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８．実証システム画面紹介:集計 フードバンクが使う主な機能

食品受領者への提供量を集計して確認することができます。

冷凍パスタ

冷凍からあげ

コシヒカリ

冷凍おにぎり

冷凍ポテト

冷凍チャーハン

冷凍ハンバーグ

冷凍エビ

株式会社A

株式会社A

株式会社A

株式会社A

株式会社A

株式会社B

株式会社C

株式会社D

NPO法人○○

社会福祉法人●●

NPO法人○○

NPO法人○○

社会福祉法人●●

社会福祉法人●●

社会福祉法人▲▲

社会福祉法人▲▲


